
白 体験（Eゾーン）

　ユニバーサル体験施設体験とし
て、  平成２９年度においては、  １６
団体・４００名の方が体験しました。
また、平成１７年度の施設完成から、
のべ累計として２６５団体・４８８１
名の方が体験しています。

■ユニバーサルデザインとは…

　事務所構内に歩行者の安全と歩きやすさなどを重視・優先したユニバーサルデザインの各種交通付帯施設を
施工して誰でも歩行や車いす体験等が行えるように常設しています。



　土木構造物実習施設体験として、平成2９年度においては、合計10 団体・210 名の方が体験、内訳として、自治
体など5 団体・111 名、企業・個人など5 団体・99 名が体験しました。また、平成18年度の施設完成から、のべ
累計として140 団体・2,280 名の方が体験しています。

総合的な学習

撤去橋梁部材

ボックスカルバート
モデル

　公共工事の品質確保に取り組むために、各種土木構造物の施工不良や設計ミスなどを再現したモデルと正常な
モデルを実物大モデルとして設置しました。一般の方にも「見て・触れて」構造物の仕組みや構造を理解して
いただけます。

香川県高松市牟礼町牟礼1545



　業務の多様化、技術革新の進展などに対応すべく業務遂行能力の向上を目的に四国地方整備局職員および
地方自治体などの職員に対し研修を実施します。（平成29年度は、669人の参加がありました。うち四国内の4県庁   
職員32人、11市から職員21人、6町から18人の参加がありました。）

新規採用職員研修 初級技術研修 土砂災害対応研修

維持管理技術（河川・ダム）研修 初任係長研修 道路構造物管理実務者研修（橋梁初級 ）
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　ＣＡＤの画面構成や製図基準 ( 案 ) の理解ととも に、
作図、保存、印刷などの基本操作や、写真や表計算ソフト
からのデータ活用方法を習得することで、業務に活用可
能とするカリキュラムを実施。

　コンクリート構造物（逆Ｔ擁壁）施工に係わる一連の   
施工体験（鉄筋配筋・型枠組立・コンクリート受入時検査
・打設・仕上げ・養生・強度確認・脱型確認・収縮低減
剤塗布）を実施。

　河川計画の検討で重要な水文観測に関する概論や、     
Ｈ-Ｑ作成の基礎知識を学習するとともに、観測装置（雨量
・水位・流量）を使用した仕組みや保守手法の確認、流量
観測（低水流観・高水流観）の体験を実施。

　ＣＡＤ経験者を対象に、土木製図データ作成における
技術基準「ＣＡＤ製図基準 ( 案 )」を確認するとともに、
設計成果図面から発注図面や変更指示図、事業説明資料
を作成するカリキュラムを実施。

　アスファルト舗装に関する概論や設計・施工・管理に
関する基礎を学習するとともに、ホイールトラッキング 
試験の供試体作成や、アスファルトプラントの見学、品質
確認と敷均・転圧の体験、現道での舗装点検実習を実施。

　環境教育での各種スキル（内容を判り易く説明・説明時
の技術向上・アイスブレイク・振り返りの重要性）向上の
為、プロジェクトＷＥＴを利用し体験・気づき・学び・行
動につなげる環境教育を実施。

コンクリート応用 [構造物製作] アスファルト

ＣＡＤ基礎 ＣＡＤ応用

13名 10名

水 文 環境教育8名 16名

16名 13名

　四国地方整備局若手職員の基礎技術力向上のため、四国技術事務所では、簡単に参加できる短期の基礎技術 
研修を平成２６年度から実施しており、その研修カリキュラムについては、体験研修や現場訓練などを主とし基礎
的な技術習得を重視したものとしています。
　平成２９年度については、「コンクリート応用 [ 構造物製作 ]」「アスファルト」「水文」「環境教育」「ＣＡＤ基礎」       
「ＣＡＤ応用」の 6研修（1泊 2日）を延べ 76 名の参加者により実施しました。
　平成３０年度においては、「地質・土質」「水質」「測量」「施工管理」「ＣＡＤ基礎」の５研修を実施する予定です。


